
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おはようございます。新年度になって、「地区ロータ

リー財団セミナー」、「米山記念奨学セミナー」「地区会

員増強維持セミナー」と 3 つのセミナーが企画され、2

つは中止となりました。開催された「ロータリー財団

セミナー」に藤田ロータリー財団委員長、松本財団プ

ログラム部会長と共に、先日受講してきました。 

このロータリー財団については、役員理事をされた方

は既にご存じかと思いますが、新会員の方にも知って

いただきたいので、少しお話させていただきます。 

 ロータリー財団とは、慈善活動を目的とする公共慈

善団体です。1917 年に「基金を作り全世界的規模で何

か良いことをしようではないか」と提案され、これが

ロータリー財団設立のきっかけとなりました。ロータ

リーが社会的価値のある奉仕活動をするには資金が必

要であり、その資金は財団への寄付という形で集めら

れ、後
のち

に再配分される仕組みです。私たちのクラブは、

地区目標として定められた年次基金に一人 150 ドル、

使途指定寄付にポリオ基金として一人 30 ドルを皆様

の会費の中から毎年寄付をしております。 

 財団への寄付には、年次基金、恒久基金への寄付と

使途指定寄付の３つがあり、 

それぞれ運用が異なっております。この３つの基金に

ついて少しご説明しますと、年次基金は全会員からの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄付で３年間運用され、３年後にその内の 50％が国際

的な財団活動、残りの 50％は地区の財団活動に利用さ

れます。次に恒久基金は、元金には手を付けないで運

用収益を翌年度に年次基金同様 50％ずつを国際的財団

活動と地区の財団活動に利用されています。最後の使

途指定寄付は、ポリオプラスや災害復興の為の寄付な

どがこれに当たります。 

また、地区補助金についてですが、その資金は３年前

の年次基金と前年度恒久基金の収益の 50％が地区補助

金として配分されてます。実際の地区補助金事業は、

財団からの地区補助金とクラブの事業費でおよそ半分

ずつを負担して行われています。 

パワー浜松ロータリークラブでは、財団の地区補助金

を利用して、毎年様々な事業をしています。この事業

は手続きや準備など、担当される方はとても大変で、 

会員の皆様の参加と協力が必要ですが、ロータリーク

ラブの活動としては有意義なもののひとつです。これ

からもご協力をおねがいします。 

 

 

米山記念賞学会より、感謝状が届いていますので事

務局に置いておきます。 

この後役員会があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴルフ同好会 熊谷真一さん 

9 月 22 日青空例会を開催しますが、残り枠 1 名です。 

 

■会場：オークラアクトシティホテル浜松 3 階 チェルシーの間 

■司会：髙橋邦明 鈴木孝尚 

■点鐘：中野敬司  

■週報：内田勝善 

■ロータリーソング：「それでこそロータリー」  

■ゲスト：米山記念奨学生 サイ・ピョー・ミエン・マオさん 

 

① スマイル 堀内善弘さん 

会員数 77 名（内出席免除会員 1 名） 

出席数 64 名 出席率 84.21％ 

 

RI 会長 ホルガー・クナーク/第 2620 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ 荻原英生 /会長 中野敬司 /幹事 村田誠  

〒430-7733 浜松市中区板屋町 111-2 オークラアクトシティホテル浜松内 Tel:053-452-0800 

Email:info@power-hamamatsurc.jp  http://www.power-hamamatsurc.jp 

創立：2002 年 10 月 22 日  認証伝達式：2003 年 4 月 29 日 スポンサークラブ：浜松中ＲＣ 

親睦と奉仕の扉へ 



新入会員の井熊さんより参加賞が用意されていますの

で参加者は楽しみにしていてください。 

 

 

後藤達朗（7 月 12 日） 

稲垣有治（7 月 19） 

奥山恵理子（7 月 22 日） 

鷲津有一（7 月 28 日） 

稲野清治（８月 9 日） 

寺田洋平（８月 13 日） 

松島弘明（８月 16 日） 

中野敬司（８月 25 日） 

 

 

 

職業奉仕部会「新入会員の自己紹介」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｱﾝﾄﾞﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ株式会社 

統括部長 山﨑晴美さん 

 

山﨑晴美でございます。 

昨年 10 月に入会させていただきまして、暫くしてコ

ロナで休会となり、早いもので気が付けば既に一年が

経過しておりました。 

ここ数ヶ月の間に身体の故障が続きまして、自身の

身体をメンテナンスする大切さを痛感致しました。健

康で生き生きといられますようこれからトレーニング

を始める決意です。体調が回復しましたらゴルフレッ

スンも再開しますが、何分初心者ですのでご容赦下さ

い。 

弊社グループは、総合不動産事業、住宅事業、飲食

事業を中心に展開しておりますが、コロナ禍では特に

飲食事業における影響が大きく、テイクアウトの展開

や事業体変更等短期間で様々なリスク分散策に取り組

みました。 

これまでの価値観を見直し、新たなチャレンジを行

うことが事業の見直しに繋がり、また新たな事業へと

結び付ける機会と捉え、次への取り組みを進めており

ます。 

飲食事業は、うなぎ佳川、焼肉彩苑、HINOMAISON

と店舗展開しております。12 月に HINOMAISON 磐田

が焼肉 PRATINAM KARUBI に事業態変更、同 12 月浜

松駅前に炭火和牛焼肉 彩苑が OPEN 致します。是非応

援いただきますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療法人社団一穂会 西山病院グループ 

法人本部地域連携センター長、内科部長 

華岡博之さん 

 

近畿大学医学部卒業後、同大学当時の第 3 内科（血

液、膠原病、腎臓病、神経内科）入局した。（堀内篤教

授）2 年間の研修後、同大学院医学研究科入学、主に生

化学講座で DNA シークエンスの研究に従事、急性骨髄

性白血病細胞におけるG-CSFの影響という学位論文で

医学博士、大学院修了した。その後、血液班、骨髄移

植チームに配属され、10 年間ほど急性白血病、悪性リ

ンパ腫の化学療法、骨髄移植をメインに膠原病、腎臓

病透析なども携わった。東海地域にはこのころから縁

があり、東海骨髄バンクの 1 例目の主治医であった。

この症例は成功し、症例報告も行った。従事していた

医局教授の定年時期と重なり、次のステップを模索し

ているときに外務省医務官の仕事に出会い、第 2 の人

生の仕事を外務省在外公館医務官という仕事に決意し

た。1998 年 3 月在マダガスカル日本国大使館を皮切り

に在ブラジル日本大使館、在パプアニューギニア日本

国大使館、在ルーマニア日本国大使館、在リビア日本

国大使館(アラブの春、カダフィー政権倒される)（緊急

退避）、外務本省(福利厚生室)在エジプト日本国大使館、

在リビア日本国大使館、在英国日本国大使館、在カン

ボジア日本国大使館をへて 2017 年 5 月外務省（参事

官兼医務官）退職し、浜松西山病院の現在に至る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有限会社 イケヤバステック 

代表取締役 池谷公孝さん 

 

おはようございます。本年度よりパワー浜松ロータ

リークラブに 

入会しました、池谷公孝です。生年月日は 1974 年 3

月 3 日浜松生まれの浜松育ちです。 

現在、浜松市中区細島町で㈲イケヤバステックという 

リフォーム工事などを行う会社を経営しています。 
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趣味は魚釣りです。そのなかでもカジキ釣りが好き

で夏のシーズンには毎週のように海に出かけています。 

そのカジキ釣りの先輩であるメンバーの伊藤さん・後

藤さんから「ロータリーやってみないか？」と言われ、

戸惑いはありましたが誘っていただいたことに感謝し

て入会させていただくことになりました。 

まだ 2 か月あまりですが入会したうえで心掛けてい

ることがあります。１つは「例会・行事に積極的に参

加して出席率 100％を目指す」２つめは「1 つ 1 つの

ことに感謝しながら吸収する」まずはこの 2 つを抱負

としてロータリー活動を行っていきたいと思います。

簡単ではございますがわたくしの自己紹介とさせてい

ただきます。 

みなさま今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡エフエム放送株式会社  

常務取締役 井熊 正浩さん 

 

私は、浜松生まれの浜松育ちです。ちなみに、父は

助信町、母は佐藤町生まれです。したがって、家庭で

は下町のバリバリの遠州弁の渦の中で育ちました。大

学は東京でしたが、学生時代の四年間遠州弁がぬけず

に、あだ名は「やっきり君」でした。『やっきりこいた』

の「やっきり」ですね。 

 勤めは、K-mix 静岡エフエム放送。新卒二期生で入

社三十六年目を迎えました。入社以来ずっと営業畑で、

静岡を皮切りに、名古屋、沼津、またまた静岡、そし

て東京へと異動。一昨年の春に本社に戻ったのですが、

計算してみたら本社勤務は十七年ぶりのことでした。 

 趣味は渓流釣りにキャンプ、ゴルフとアウトドア系

が中心です。その中でも四十半ば過ぎて始めたのが、

自転車、ロードバイクです。この自転車に「はまった」

のは、沼津支社長時代です。先ほどお話しましたが、

転勤のおかげで、沼津、静岡、浜松という県内主要三

都市全てで暮らすという貴重な経験をしました。 

ご存じのように沼津・三島、伊豆を含む県東部地域は

富士山を見ながら自転車に乗ることができます。例え

ば、西伊豆を走る県道十七号線を天気の良い日に走る

と、海越しの富士山という素晴らしい景観を得てのサ

イクリングを楽しむことができます。そして、サイク

リングを楽しむには、景観とともにもうひとつ、重要

な要素がありますが、みなさんご存じでしょうか？ 

それは、ドライバーの運転マナーです。 

県東部地区を走っていると、ドライバーのマナーの

良さに、感謝の気持ちでいっぱいになります。温暖で、

山あり、海あり、温泉ありと、たいへん恵まれたこの

地域だからでしょうか。住民の皆さんはいたって温厚

で、穏やかな人々が多いような気がします。車の運転

ものんびりしており、サイクリングで怖い思いをした

ことがありません。ドライバーの皆さんが自転車に対

して気を配ってくれているように感じました。 

静岡県は東・中・西部と、経済圏、文化圏が違う地

域で構成されている珍しいエリアだと思います。「違い

を楽しむ」といった精神で、この地域のロータリアン

の仲間たちと交流できたら良いなと考えている今日こ

の頃です。 

 

戦略計画委員会（長期ビジョン検討委員会） 

「会員アンケート集計結果 ご報告」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入会後期間 0～3 年、4～5 年、6～10 年、11 年以上、

チャーターメンバー別に分類し、次の１９項目につい

てのアンケートの集計結果の報告を受けた。 

1）入会動機 

2）入会前オリエンテーション 

3）例会出席度 

4）クラブ満足度 

5）例会満足度 

6）所属委員会・部会活動満足度 

7）クラブ運営満足度 

8）クラブ外奉仕活動満足度 

9）入会の紹介したい度 

クラブへの要望 

10）例 会 

11）食 事 

12）所属委員会・部会 

13）奉仕活動（職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕・青少

年育成） 

長期ビジョン策定 

14）必要性 

15）会員増強 

16）RC 活動と仕事の融合 

17）SDGs について 

18）長期ビジョン策定についての意見 

19）その他の意見・要望 

 

 

堀内善弘さん 

レターケースに絵画展のチラシを入れさせて頂きま

した。不肖、私は愚妻のマネージャーを務めておりま

す。本日より２２日まで天竜の秋野不矩美術館での展

示です。コロナ退散たまには初秋の天竜を訪ねてみて

はいかがでしょう。アクリル絵画は一瞬の心象をキャ

ンパスにぶつけるものです。よろしくお願い申し上げ

ます。 
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